外来・通所　カンファレンス記録
	平成20年　12月　1日（月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　上野　葉子　　記録　川井　さと子
	A.O.M.
	S.G.M.

	
	
	
	


	下舘
	兵藤
	服部
	木村
	上野
	中居
	小松
	川井
	山田（沙）
	山田（万）

	業務
	業務
	業務
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	産休

	谷藤
	田中
	佐々木
	竹内

	○
	業務
	○
	○


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する

＜連絡事項＞

· 第5回法人研修（12/2、17:30～）第6回院内研修（12/4・12/5、17:30～）開催。出席表に入力すること。
· 経過連絡票を12/7までに作成し下館SGM、中居JGMへメールする事。

· 月報を作成し下館SGMへメールする事。

· OT学生が本日1日見学。

· 相談室にあるパソコンのネットワークがつながらない為、本日午後修理予定。

＜外来患者様情報＞

· 高橋　百壽様　～現在日赤病院で肋間神経痛の為通院している事を報告されている。次回受診日は

12/15との事で、3週間の処方となっている。

· 晴山　美智子様～体重104kg。「母の血圧が高く、自立しなければいけない。小中野にある清掃業

で仕事をしてみようかな」と話されている。間食はあまりしていないが「チョコが好き」と話されている。

· 我満　奈津紀様～「娘が午前中に帰ってくる為、焦ってしまう」「通所はエアロビは楽しいが出る

ことが出来ていないから、おいて行かれてしまう」と話されている。

· 本田　英之様　～「母は消防など自分で稼ぐよう言う」と話されている。「先週は“あらた”に

行けなかったが今週は行ってみる」と話し、大学のレポートを作っているとの事。

· 田向　玲美様　～「おばあさんがクモ膜下出血で入院した。風邪を引いている。不正出血があっ

た。耳垂れが出る」と話されている。不正出血は様子を見て婦人科受診するよう担当医よりアドバイスあり。耳垂れに関しては、エルダシン軟膏処方している。風邪は、葛根湯、PL7日分処方となっている。デイケア利用に関して、しばらく利用しておらず週2回（水・金）の利用から始めるとの事。

＜青明舎登録者情報交換＞

· 田中　一　様　～本人より眩暈の訴えあり、いつもは就床前薬を服用すると吐気があったが、今朝

3：00に嘔吐があったと話されている。臨時薬は2～3日に1回服用しているとの事。本日の血圧は129/72mmHgとなっている。

· 川口　八寿子様～咳や声枯れがあるが、体調不良の訴えなく過ごされている。他者の体重が減った


事により刺激を受け、エアロビクス上級では体力が続かない為、中級に参加し

たいと訴えている。調子が良ければ今週金曜日の幸房体験利用を行いたいとの事。正式利用に関しては、体調を見て1月中旬からにしたいとも話されている。

· 晴山　美智子様～本人より就労したいと青明舎へ訴えあり。現在は定期的なデイケア利用が出来て

おらず、体重も増加傾向にある為、①週5日のデイケア利用、②体重を90kg台に減らす事、以上2点が出来てから幸房利用に向けて行く事を伝えている。

· 柳町　信之様　～先週は入浴されていないが「用事があるのでいけません」と電話あり。外来受診

時間は本人にこだわりがあるのか、隔週で遅い週と早い週と交互に来られている。

· 大久保　康弘様～咽喉につまるような感じは特に話されていない。先週1日4食摂っていたことに

関しては、3食に減らしたと話されている。

· 我満　奈津紀様～年金に関して結婚中の苗字ではカルテがあるため、社会保険事務所へ資料をもら

いに行く予定となっている。

· 古館　ヨリ様　～青山荘食事サービスを利用しておらず、本人は「冬しか利用出来ないと言われた」

と話している。青明舎からはそのような事を本人へは伝えておらず、1年を通して食事サービスを利用して欲しいと考えているとの事。本人が他者の発言を勘違いして捉えている可能性もある為、体重増加傾向との関係も踏まえて、食事サービスを利用するよう促していく。

＜通所利用者様情報＞ 

· 種市　久子様　～本日電話あり、訪問看護や役所の不満について話されている。また、担当医の


自宅の電話番号を調べ電話したり、自宅を調べ自宅近辺に行ったりしているとの事。外来受診時に会った患者様や、入院中の患者様へ手紙を出している事も話されている。自傷行為については話されていない。

　　　　　　　　⇒本人より不満など訴えがあった際は、デイケア来所時にスタッフへ話すよう促し、電話時間の短縮を図る。本人の気持ちについては傾聴・受容していく。

· 川口　尚良様　～先週金曜日に皮膚科受診し顔面の出来物に圧をかけて排膿してきたとの事。本日　

も皮膚科受診し入浴可能か担当医へ確認してくるとの事。洗髪も行っていない

為、スタッフへ洗髪を行って欲しいと話される。男性スタッフが対応する事を

説明するが、「じゃあいらない」と断っている。

⇒金曜日から入浴しておらず、（女性）スタッフへ依存傾向となっている為、自分で出来る事は行っていただくよう声をかけていく。

· 今野　容子様　～排便が4日間なく、不機嫌な様子は見られず本日は「出そうだ」と話されている。

· 田中　正士様　～排便が10日間なく、不機嫌さは見られない。10分程トイレに篭っているが排便　

はないとの事。

· 高橋　洋子様　～来所後、胃痛を訴えられている。自宅では、娘様に胃痛について話すと「うるさ

い。あっちいけ」と言われるとの事。水分摂取量を控えるよう促すが、本日も午前中に2L水分摂取しているとの事で、水分の摂取量を確認している。

⇒本人からの摂取量の申告が曖昧なため、スタッフが確認していく。

· 田中　一　様　～本人より、眩暈の訴えありいつもは就床前薬を服用すると吐気があったが、今朝

3：00に嘔吐があったと話されている。臨時薬は2.3日に1回服用しているとの事。本日の血圧は129/72mmHgとなっている。

· 川口　八寿子様～咳や声枯れがあるが、元気に過ごされている。他者の体重が減った事により

刺激を受け、エアロビクス上級では体力が続かない為、中級に参加したいと訴えている。調子が良ければ今週金曜日の幸房体験利用を行いたいとの事。正式利用に関しては、体調を見て1月中旬からにしたいとも話されている。

· 晴山　美智子様～本人より就労したいと青明舎へ訴えあり。現在は定期的なデイケア利用が出来て

おらず体重も増加傾向にある為、週5日のデイケア利用、体重を90kg台に減らす事が出来てから幸房利用に向けて行く事を伝えている。

　　　　　　　　　　⇒担当スタッフと面談し、現在は定期的なデイケア利用や週1度も利用出来ていない事を振り返っている。なぜ急に就労に向けて行きたいのか訪ねると、現在の生活状況は、1日7千円を煙草や外食費に週4回程使っており「母からゴロゴロ寝てばかりいる。人間らしい生活をするように」と言われたとの事。今後は週2～3回のデイケア利用から始め、来年春頃までに週5回の利用が出来るよう話し合っている。

＜通所利用者様事例検討＞

田名部　浩平様（26）　主病名：統合失調症　　通所利用　3年4ヶ月

検討内容　治療計画の見直し

○治療計画

· 定期的な通所が出来るよう、本人の考えを傾聴する。

・保清面の援助を行っていく。

○最近の様子

· 青陽館内に居る事が少なく、青陽館付近をウオ―キングされている。

· プログラムや食事の時間に青陽館内に居るように促すが、落ち着いている事は難しい。

· プログラム参加の促しに対しては、拒否なく参加することが出来ている。

· 青陽館から離れる時はスタッフへ声を掛けるようその都度声を掛けると、徐々に声を掛ける事が出来るようになっている。

· 入浴を勧めるが「家で入るから入らない」と拒否される事が多い。（4月にチケット購入し、現在7回入浴利用している）

○今後の治療計画

· 今後も治療計画継続となるが、本人が青陽館から離れる時はスタッフに声を掛けるよう全スタッフが周知し、本人へ声を掛けていく。

· 保清面に関してもスタッフが来所時に入浴の声掛けを行っていく。










